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腫瘍侵潤リンパ球（TIL）により悪性腫瘍の予後が予測できる可能性が示唆され ている。今

回の研究では、腫瘍内の CD8 陽性リンパ球の侵潤の程度により、予後 不良の皮膚悪性腫瘍

である皮膚血管肉腫の予後に差があることが示唆された。 
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